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研究成果の概要（和文）：企業が自身の利潤ではなく，他の企業と比較した相対的な利潤を最大化する場合の企
業の行動パターンや産業構造の研究を基礎にして，それらをさらに一般化，抽象化したゼロ・サムゲームの研
究，および企業による技術開発投資の研究への応用とそれを巡る政府の政策の研究を行った。また，通常この種
の研究では線形の需要関数，費用関数を仮定するなどして簡単化を図ることが多いが，我々の研究ではなるべく
一般的な需要・費用関数を用いて適用性の広い結果を得るように努めた。

研究成果の概要（英文）：We studied the behaviors of firms and structures of industry when firms seek
 to maximize its relative profit, not absolute profit, and applied the results of these researches 
to studies of R&D activities of firms and government's policy to accelerate or prevent R&D 
investments of firms. We mainly considered general demand and cost functions.

研究分野：理論経済学
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  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
産業政策についての理論的な研究では線形の需要関数，費用関数など特定の関数形を仮定したものが多いが，本
研究ではできるだけ一般的な関数を考え，幅広く適用可能な結果を求めて研究を行った。企業による新しい技術
開発・研究はさらなる経済成長の原動力となるものである。わが国の技術はすでに十分に発展し，先進国の一つ
になっているのであるが，今後の少子高齢化社会を見据えれば，一層の研究開発が期待されるとともにその成果
が経済の隅々にまで行き渡ることが望まれる。不完全競争のもとでの研究開発とその伝播についてのメカニズム
を研究したものとして，本研究には一定の価値があると思われる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 いわゆる進化ゲームの寡占への応用において，企業が相対的な利潤を最大化する状態が均衡
になるということが言われているが，この相対利潤最大化の考え方は必ずしも進化ゲームだけ
ではなく，通常のゲーム，とりわけゼロ・サムゲームの均衡を成り立たせるものであることに
着目して研究を始め，主としてミクロ経済学の内，寡占などを扱う産業組織論分野への応用を
中心に研究を進めた。 
 
２．研究の目的 
 
プレイヤーが二つの戦略変数を持つ（寡占で言えば生産量と価格）場合に，いずれの戦略変数
を選んでも同じ結果が実現するという命題が２人のゲームで成り立つこと，また３人以上のゲ
ームにおいても状況が対称的であるなどの条件が満たされれば同様の結論が成立するというこ
とを明らかにするとともに，ゲーム理論の様々な側面を寡占における企業の戦略に応用するこ
とが主な目的である。 
 
３．研究の方法 
 
 理論的な研究が中心なのでこれまでに発表された論文や書籍を読むとともに，新しい理論モ
デルを構築し，様々な計算を含む分析を行っている。研究代表者と２人の研究分担者それぞれ
に予備知識のある分野，自らが得意とする手法を担当し，ある程度定期的に研究成果が挙げら
れるように努めている。 
 
４．研究成果 
 
研究期間内に発表した（あるいは掲載が予定されている）各論文に即して研究の成果を説明
する。 
研究成果の発表に当たっては，査読のない学会発表よりもレフェリーによる査読が行われる
学術雑誌（主に海外の学術雑誌）への発表を中心に行っている。中には無料で公開されている
ものもある。 
 
(1) 3 人ゲームにおけるミニマックス定理とナッシュ均衡存在の同値性。 
(2) ゼロ・サムゲームにおける二つ戦略変数の同値性。 
(3) 複占における外部革新企業によるライセンス，参入戦略の分析。需要関数の性質などによ
って最適な戦略が異なる。 
(4) 国際的な複占産業における革新企業によるライセンス，参入戦略の分析。需要関数の性質
や国の規模によって最適な戦略が異なる。 
(5) プレイヤーが二つの戦略変数を持つゲームにおけるマキシミン戦略とミニマックス戦略。
ゼロ・サムゲームの場合には両者が一致する。 
(6) ２企業以上の寡占において技術革新者が２段階のオークションを用いることによって大き
なライセンス料を得ることができる。 
(7) 複占において負のライセンス料が課されることがある。 
(8) 複占における外部革新企業によるロイヤルティ（産出量に応じたライセンス料）を含むラ
イセンスと参入戦略の分析。需要関数の性質などによって最適な戦略が異なる。 
(9) 複占においては競争度（企業が相対利潤最大化におくウェイト）によって新技術の革新を
援助した方がよい場合と逆に課税した方がよい場合がある。 
(10) 複占において垂直的に差別化された財（品質が異なる財）を生産している場合に品質の
向上という形での技術革新が行われるときの革新企業のライセンスや参入に関する戦略を分析
した。 
(11) 寡占において企業の競争度（企業が相対利潤最大化におくウェイト）と技術革新に関す
る政府の政策がどのような関係にあるかを分析した。 
(12) 企業が相対利潤を最大化する場合，クールノー複占とベルトラン複占が同値になること
を一般的な需要関数，費用関数のもととで証明した。 
(13) 差別化された財を生産する複占において企業が絶対的な利潤（自らの利潤そのもの）を
最大化する場合と相対的な利潤を最大化する場合それぞれにおいて政府の政策がどのようなも
のであるべきかを研究した。 
(14) シュタッケルベルク複占（意思決定する順序があるような複占）における技術革新企業
への政府による望ましい援助のあり方を分析し，需要関数・費用関数によって革新企業を支援
した方がよい場合，既存企業を支援した方がよい場合があることを明らかにした。 
(15) 垂直的に差別化された財（品質が異なる財）を生産している複占において革新企業（高
品質の財を生産する技術を持つ企業）が低品質な財を生産する既存企業に自らの技術のライセ
ンスを供与するか，自ら参入するか，ライセンスを供与して参入するかの戦略の選択を分析し，



企業の費用関数の形などによって結論が異なることを示した。 
(16) 3 社以上の寡占おいて企業が相対利潤を最大化する場合，産業構造が対称的（需要関数
が対称的ですべての企業が同じ費用関数を持つ）ならば各企業が産出量・価格，いずれの戦略
変数を選んでも同一の均衡が実現する。 
(17) 寡占における企業の技術革新に関する政府の政策の分析。需要・費用のパラメータなど
によって最適な政策が異なる。 
(18) 企業が相対利潤を最大化する複占において各企業が産出量・価格，いずれの戦略変数を
選んでも同一の均衡が実現する。 
(19) 複占において企業が二次関数の費用関数を持つ場合の技術革新に関する政府の政策。需
要・費用のパラメータなどによって最適な政策が異なる。 
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